
今月のねらい 
ぶどうぐみ 

◇季節の変化を感じ、春の自然を見つけながら、散 

歩や戸外遊びを楽しむ。 

◇保育者や友だちと触れ合って遊ぶ中で、言葉に興 

味を持ち、やり取りを楽しむ。 
 
はとぐみ 

◇春の訪れを感じながら、のびのびと遊ぶ。 

◇進級後に過ごす保育室に、好きな玩具を見つける

など、親しみを持つ。 
 
ひつじぐみ 

◇進級に向けて自信を持ち、安心して進級を迎える。 

◇基本的な生活習慣が身につき、自分でできること 

の喜びを味わいながら生活する。 
 
ゆりぐみ 

◇遊びを通して味わった様々な達成感から自信を持 

ち、新しいクラスでの生活を楽しみにする。 

◇自分の考えを主張し、相手の思いにも気付く経験 

をしながら、友だちと遊ぶ楽しさを共有する。 
 
ばらぐみ 

◇進級することに期待を持ち、何でも自分でやって 

みようとする。 

◇思ったことや感じたことを自分なりの言葉で表現 

し、相手に伝える嬉しさを感じる。 
 
ほしぐみ 

◇園生活がもうすぐ終わることを知り、１年生にな 

ることに期待する。 

◇クラスの友だちとのつながりや一体感を保ちなが

ら、園生活を思いきり楽しむ。 

今月の行事 
 

３日(火) ひなまつりの集い 

１０日(火) お別れ会・誕生会 

１4日(土) 卒園式(ほしぐみ) 

２４日(火) 修了式 

２５日(水) 春期保育開始 
 
※個人懇談をご希望の方は、担任 
まで申し出てください。 

 今月の聖句 
おおきくなったね ／ おおきくなったよ 

よろこびあう ／ 希望をもって 
 

主が一歩一歩を備えてくださる。 

箴言 16章９節    

法人の理念 

キリスト教の愛の精神に立って、福祉サービス
を必要とするすべての人に仕え、日常を支援し
常に人々の人権を護り、その人格の尊厳を尊重
する。 

３月の園だより 
2025年度 久宝まぶねこども園 
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少しずつ寒さも和らぎ、早いもので、今年度も残り１か月となりました。 

ばらぐみ・ほしぐみの発表会やぶどうぐみの保育参観も終了し、各クラス、進

級や進学に向けての取り組みを進めています。 

年長児クラスは、学校見学会や説明会を終え、ランドセルや文具用品、机など

の準備が進み、進級のお友だちは、すでに持ち帰っている新しい用品や制服など

に、期待と憧れが満ち溢れているかと思えば、中には、新しい環境に不安を募ら

せている子もいます。プレッシャーを感じないように、少しずつ準備を進めなが

ら、進級・進学までの１日１日を大切にしたいと思います。 

家庭連絡  
◆土曜保育を希望される方は、カラー帽子や水筒

マグ、幼児部のお子様は布団など、忘れ物のな

いようにお願いします。また、土曜保育の申請

は必ず前月の 20日までに保育者に手渡しでご

提出ください。 

◆修了式以降、新年度準備の為、進級後の保育室

に移動する準備を始めます。準備が整い次第、

ご案内いたします。 

◆年間行事予定や園だより、冬期保育特別号にも

記載している通り、３月 14日(土)は卒園式の

ため、ばらぐみ以下のクラスは家庭保育をお願

いします。３月 28日(土)から 31日(火)は家

庭保育奨励日です。次年度の準備もありますの

で、可能な方は家庭保育にご協力をお願いしま

す。30日(月)は通常保育時間ですが、28日

(土)・31日(火)は両日共に保育は 13時までで

す。 

１号認定のお子様は３月 25日(水)から 31日

(火)は春季休業期間、また、４月１日(水)から

７日(火)までは学年始休業期間となり、保育は

ありません。 

 ほしぐみの保育は３月 27日(金)で終了です。 

◆2026年度の入園式は、４月４日(土)に行いま

す。進級児は家庭保育をお願いします。 

  ４月１日(水) 新１・２歳児の進級式 

  ４月８日(水) 新３・４・５歳児の始業式を

行います。 
 

【アルバムについて】 

 1年を振り返りながら、アルバム作成に取り組

んでいます。アルバムが手元に届きましたら、

お手数ですが中身を確認し、本人が写っていな

い写真等がありましたら、３月中にお申し出く

ださい。個人情報のため、４月以降に写真のデ

ータを消去します。 
 
【進級に必要な書類について】 

 先日お渡ししました進級時の書類の提出締め切

り日は、３月 10日(火)です。 

苦情解決委員会 

苦情受付担当者：島内久美子・吉髙知恵子 

苦情解決責任者：五十嵐宏枝 

第三者委員  ：畑 健次郎・花岡 尚樹 

        酒井 咲子 

3 月になりました。三寒四温で春が近づいて来ています。春は新しい出会いの季節
です。思い返せば人との出会いも、入園や進学、そして就職なども、自分の思いや計
画だけでは説明がつかない、不思議な「ご縁」があったからこそ、今があるのではな
いでしょうか。「ご縁がある」とは、つながりがある、関係性や結びつきがあるとい
うことですが、キリスト教ではそのことを神様のご計画やお導きと考えています。今
から 3000 年以上も昔の人々の言葉として、今月の聖書の言葉も記されています。そ
してこの言葉から、ドイツ語には「人が考え、神が導く」ということわざがあるそう
です。 
 「来年にはこうなっていたい」「何歳ころにはあんなこともできるようになってい
てほしい」など、子どもや家族の将来のことを様々に夢見て、計画するのは楽しいこ
とですし、元気も湧いてきますが、実際には、計画通りにいかないことも多々ありま
す。しかし、できたことやできなかったこと、それらをまとめて、一歩離れて改めて
眺めてみれば、実は私たちが予想もしていなかった形で、より良いものが与えられ、
備えられていたということに気付くことがあるかもしれません。そう考えることで、
安心して歩みを進められるようになることもあるのではないでしょうか。神様はこ
れまでも、またこれからもお一人お一人の方と共に歩んでいてくださいます。 

チャプレン：牛田匡 

 
 

今月のうた 
 

♪ ちいさいいのちが

（讃美歌） 

♪ 夢をかなえて 

ドラえもん  


